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＜要旨＞

3.11 メモリアルネットワークは、2017 年 11 月 17 日に発足し、東日本大震災後の伝承活

動を結ぶネットワークとして、伝承活動を行う個人・団体・震災伝承拠点を結ぶネットワー

クを形成し、将来にわたり伝承活動を続け、命を守り、社会の困難に立ち向かう活力ある人・

地域づくりに取り組むことを目的に、「連携、調整」「企画、評価」「人材育成」に係る事業

を開始した。

第 1 期は 4 か月ほどしかなく、実施した具体的な企画としては第 1 回シンポジウム、若

者トークのみであったが、短期間で 231 名、48 団体の入会があり、今後の連携体制に基

づく活動の基盤を築くことができた。

＜各事業の報告＞

Ⅰ 震災伝承、防災・減災活動の連携、調整

・平成 29 年 11 月の発足以来、宮城県を中心

に全国から（個人会員）231 名、（登録団体）

48 団体の入会があり、会員登録を行うとと

もに、WEB サイトへの掲載、メーリングリ

ストへの登録を行った。

・12 月以降全体会を 2 回開催、それぞれ 59
名、60 名が参加し 3.11 メモリアルネット

ワークとしての活動の基盤をつくるととも

に、役員会を 7 回開催し、多様な主体の参

画を受けて関係機関との調整が行われた。

・行政機関の震災伝承に関わる部署等へ活動

の説明等を行い、6 組織の後援の下で第 1 回

全体会、役員会を開催した。また、第 2 回

全体会において、国土交通省東北地方整備

局 東北国営公園事務所復興庁宮城復興局、

宮城県震災復興・企画部震災復興推進課、石

巻市がアドバイザーに選任され、承諾いた

だいた。

・メーリングリストを設置し、会員、アドバイ

ザーの連絡先を登録し、参画する多様な主

体が随時情報共有できる基盤をつくった。  
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第 2回全体会の様子（2018/1/19） 
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Ⅱ 震災伝承、防災・減災活動の企画、評価

・3.11 メモリアルネットワークの WEB サイトを

立ち上げ、「組織概要」「活動内容」「結成の経緯」

「基金のお願い」「関連情報」の 5 項目について

内容を整備し、公開した。

・平成 30 年 3 月 9 日に第 1 回伝承シンポジウム

「伝える力 地域を超えて 世代を超えて」を宮

城県石巻市の石巻専修大学で開催、団体紹介や

若者によるトーク企画のほか、広島、神戸、中越

から講師を迎え基調講演、パネルディスカッシ

ョンを実施した。当日は全国各地から 152 名が

参加し、各種メディアで取り上げられ、ネットワ

ークの存在が広く知られる契機となった。来場

者アンケートでは、「ひとりひとりが少しずつで

も力を出し合って長く、大きな輪を作りながら

活動する組織であるべき」「“世代を超えて”の部

分が今後どのように変化していくかが重要だ」

等たくさんの意見が寄せられるなど、参加者が

主体的にが今後の伝承のあり方を考え、参画し

ていく機運が生まれた。

・平成 30 年 3 月 26 日～28 日の 3 日間、企画部会

継承班による企画「～あの日のいろんなこと～

若者トーク 3days」が宮城県石巻市の南浜つな

ぐ館で行われた。1 日 3 回の計 9 公演にのべ 19
名の中学生、高校生、大学生が参加して公開でト

ークや座談会が行われ、最大時には 20 名が観覧

した。従来なかった若い世代の交流の場を新た

に創出する企画となった。

Ⅲ 震災伝承、防災・減災人材の育成

・人材を育成していく資金的基盤として、3.11
メモリアルネットワーク基金が設立され、寄

付の募集を開始した。12 月には「寄付月間」

の公式認定企画となったほか、3 月からは

Yahoo!JAPAN ネット募金でも寄付ができる

ようになり、同サイトを通じて 1 か月で 60
万円近い寄付が集まった。

・3.11 メモリネットワーク基金の外部審査委員

若者トークの様子（2018/3/28） 

Yahoo!JAPANネット募金の募集ページ 

第 1回シンポジウム広報チラシ 
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会を開催し、助成応募要項が検討が進められた。 

Ⅳ その他この会の目的を達成するために必要な事業

・3.11 メモリアルネットワーク基金の事務局

において寄付金の管理を行うとともに、各

種会議や講演会等においてその必要性につ

いての説明を行った。

・「経団連 1％クラブ交流会」「ＪＣＮ東日本大

震災支援全国ネットワーク現地会議」等か

ら依頼を受けて役員が講演に赴き、東北以

外の地域にお住まいの方にも 3.11 メモリア

ルネットワークの活動を広く知ってもらう

機会となった。
「経団連 1％クラブ交流会」講演の様子 

（2018/2/26） 


